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第二言語習得研究（SLA）とは？

SLA研究とは科学である
Gass et al. (2020)

長年にわたり、SLA研究は言語教育
学と密接に結びついてきた。しかし
本書の目的の一つは、その二つの分
野を切り離して考えることにある。
SLAは、教育法そのものを扱う学問
ではないのだ。

Over the years, the study of SLA has become 
inextricably intertwined with language pedagogy; in 
this text, one goal is to disentangle the two fields. 
SLA is not about pedagogy, unless that pedagogy 
affects the course of acquisition.



第二言語習得研究（SLA）とは？

Gass et al. (2020)

長年にわたり、SLA研究は言語教育
学と密接に結びついてきた。

Over the years, the study of SLA has 
become inextricably intertwined 
with language pedagogy

「学習者の頭の中で何が起こっ
ているのか」を解き明かす学問
ではあるが・・・



SLA研究からISLA研究への発展

1990年代以降

教室場面におけるSLA

＝Instructed SLA (ISLA)への広がり

• 外国語教育を受ける生徒・学生
• 指導効果
• 個人差への対応
• 教育心理学・認知心理学の影響

ISLA

SLA研究



2000年代初頭ー: SLA研究に関する書籍の出版

2008年 2012年 2016年 2022年



2000年代初頭: ISLA研究に関する書籍の出版

2006年 2009年 2017年 2024年



ISLA研究の目的とは？

大きく２つの方向性がある。

1. 指導効果や習得プロセスについて、外国語学習者に
共通する「一般性」を探ること。同時に、ある現象
を普遍的に説明することができる体系的な知識体系
（＝理論）を構築する。

2. 外国語教育（＝実践）をより良くする。



アウトライン

1. ISLA研究の役割

2. こどもと大人の英語学習

3. 指導の優先順位①・②

4. まとめ



SLAと言語教育の関係とは？

特に理論を実践にそのまま援用することへ警鐘を鳴らし
ながらも、SLA研究と教育実践のあいだに大いなる期待
(Great Expectations)が寄せられている

1985年

2000年



日本におけるISLA研究と英語教育の関係①

2019年
英語教員養成コアカリキュラム

2017年
学習指導要領

第二言語習得理論とその活用について理解し、
授業指導に生かすことができる



日本におけるISLA研究と英語教育の関係②

学習指導要領の改訂の議論に、SLA研究の知見も参照・活用

中教審教育課程部会外国語ワーキンググループ



2010年 – 2024年: ISLA研究テーマの広がり – 鈴木 (2024)

第1部 言語知識とスキルの指導法
第1章 文法指導：学びのプロセスからどう教えるかを考える
第2章 語彙指導：優先順位を決めバランスを取る
第3章 発音・語用論指導

第2部 学習者中心のアプローチにおける教師の役割
第4章 インタラクションと協同学習
第5章 訂正フィードバック：学習者を起点に支援しよう
第6章 認知・非認知能力の個人差：個別最適化しよう
第7章 学習者心理の個人差：動機づけを多面的に理解しよう

第3部 SLA 研究に基づく指導法とカリキュラム設計
第8章 言語形式重視の指導法：「練習」で学びながら使う
第9章 意味重視の指導法：「タスク」で使いながら学ぶ
第10章 学習開始年齢と指導法  ※英語教育政策

小学校との関連で各論を概観しながら、メタ的に
ISLA研究の役割を考える



本日のテーマ

どうやってSLA研究の知見を活かすか？

SLA研究を通して、
英語授業の「理論」と「優先順位」は何か考えてみる。



ある大学院で・・・

理論よりも、もっと授業に役立つことを教えてほしい

理論を、実践と融合させたいのです！

SLA研究成果を現場に還元できることって何だろう？



そのお気持ち、よく分かります・・・

理論への過度な期待(Greater expectation)？

研究と授業の目的は必ずしも同じではないことがある

研究から得られる知見も、使い方次第!



本日の講演の主張

どうやってSLA研究の知見を活かすか？

• ＳＬＡの知見は、授業を振り返る
「視座（レンズ）」になる。

• 授業の「優先順位」を考え、自分の
授業理論（マイ・セオリー）を作る
ヒントになる。

→「自分の頭で考える」ための教師教育



・（担任ではなく）英語専科の先生
・教員養成に携わる先生

英語が専門ではないので・・・
正直、「正しい教え方」を教えてほしい

まず授業の「型」について学ぶことも大事。
その型を支える「優先順位」は何かを考えよう！

本講演のターゲットは
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Age effect:「早く始めるほど良い」は本当か？

臨界期仮説
幼いうちに英語圏に住むと、母語話者レベルの英語力を獲得しやすい



EFL環境
（インプット量<数百時間）
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母語話者レベル

ESL環境
（インプット量>数万時間）

「遅い方が速い」
Older is faster.

「早い方が良い」
Younger is better.

鈴木 (2024)『あたらしい第二言語習得論』より転載

学習環境によって、年齢の影響は違う



早期英語教育の効果はどう決まる？

年齢？ → 量？

「いつ始めるか」より、「どう教え、中学へどう繋ぐか」？
210時間という限られた時間での指導の優先順位は？

量？- 日本の小学校英語教育
開始学年を下げることや、(小学校での)総履修時間数を増やすことの効果は
十分に検証できていない（英語教育学会２０周年記念誌編集委員会, 2020; 鈴木, 2024)

3年生〜6年生

210時間＋α？

Absence of evidence is NOT evidence of absence.
「効果のエビデンスが、まだない」

≠「効果がない、というエビデンス」

→ 質 （＋ 接続）
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外国語の（超簡略）習得モデル

インプット

アウトプット

学習メカニズム 英語知識



インプットの役割

Krashenのモニターモデル(Monitor Model)

１９７０年代後半以降

言語習得におけるインプットの重要性を強調した



①インプットとは何か？

インプット 英語知識

インプット＝読んだり聞いたりする英文

インプットの質
・内容を理解できる
・生徒の興味・関心を引く
・文脈がある

英語学習メカニズム



• What subject do you like?

• What subject do you like?

• What subject do you like?

• What food do you like?

• What movie do you like?

• What subject do you study?

• What movie do you watch?

• What present do you want?

• What movie did you watch?

• What subject did you study?

• What movie did I watch?

• What movie does she like?

インプットから、どう学ぶか？ー使用基盤モデル (Ellis & Wulff, 2025)

What（名詞）do you like?
What（名詞）do you (動詞)?
What（名詞）(助動詞)（人）(動詞)?

文法-構文の習得プロセス

What subject do you like?What subject do you like?What subject do you like?What food     do you like?What movie   do you like?What movie did  you watch?What movie   do you watch?What subject did you study?What movie does she like?What subject do you study?What movie did I watch?What present do you want?

What food do you like?

用例から、ゆるやかなルールへ
（意味・目的・場面・状況とセットで）



②インプットの次の重要なステップ

英語学習メカニズム

気づき 形式・意味・機能を結びつける

インプット インテイク 英語知識



③アウトプットとは何か？

英語学習メカニズム

アウトプット 自分で考えた内容について話したり、
書いたりする

インプット アウトプットインテイク 英語知識



③アウトプットはなぜ重要か？

インプット 英語知識 アウトプット

英語学習メカニズム

アウトプットの効果 1. 知識のギャップへの気づき
2. 仮説検証
3. 文法処理の自動化
4. インプットによる学習効果を高める



まとめ：第二言語習得の認知プロセス

インプット アウトプットインテイク

気づき

英語知識

アウトプット
学習の結果ではなく、
学びの過程そのもの
・気づきを促す
・仮説検証
・自動化

インプット
・内容を理解できる
・興味・関心を引く
・文脈がある

「言語活動」を
通して身につける



限られた授業時間で、インプットとアウトプットをサポートするには？

インプット アウトプットインテイク

練習

英語知識

教室では、自然にインプットとアウトプットをさせるだけでは知
識・技能を身につけるには足りない。
→ どうやって語彙・文法などの言語知識をインテイクさせて、
「定着」させるか？



定着のための工夫

1. 既習表現を思い出させる（想起させる）

2. 様々な場面で、繰り返し使わせる

– 1学期で、同じ表現を何度繰り返し学ばせることができるか？

– 教科書通りに進めていると、繰り返しがない

→ 教師が意図的にRevisitすることが重要



言語活動の中で行われる「練習」の例

文部科学省のYouTube動画

「小学校の外国語教育はこう変わる！⑦ 〜Small Talkの進め方〜」



そもそも、「練習」とは？

1. なんとなく知っているけど、まだできないことを、できるようにする（手続き化 

→ 自動化）

2. コンパクトに、もう一度、思い出させる (cf., 川村他, 2018 JESJ 短時間学習)

3. 強制的な「反復練習」だと感じさせない、意味にも焦点が「繰り返し練習」

4. 「練習」を言語活動のどこに位置付けるかがポイント

a. その場で教師が見つけるもの(Reactive)

b. 事前に計画したもの(Proactive)

このような繰り返し練習が、認知能力がまだ発達途上の児童や、
多様な特性を持つ児童の習得を下支えする



Wait…！え、「練習」ですか？

意識的に覚えながら使わせるって、子どもには合っ
ていないのでは？

スキル習得理論・練習の研究の視点から見ると・・・
？「インプットをたくさん与えればいい(by クラッシェン)」
？「アウトプットの機会をたくさん確保せよ」
→できない部分をできるような繰り返し練習、一定のドリルも大切



SLA研究における「練習」の理論的な位置づけ(2000年代以降)

• 「練習」とは、ドリルからコミュニケーション活動まで様々な活動を、一連の
授業の流れの中に体系的に位置づけ、繰り返し使わせて、しっかりと定着させ、
英語をできるようにさせること(Suzuki & DeKeyser, in press)

理論的背景：第二言語習得において、（意識的に）覚えながら使うことで、より
効率的に上達する部分がある(スキル習得理論、 DeKeyser & Suzuki, 2025)

機械的なドリル
 

同じ文を、ただ
繰り返すだけ

≠
ドリル

文脈ありドリル
(特に中高における)

音読、リプロダクティ
ブ、ディクテーション

コミュニケー
ション

(コミュ活動)



「練習」に関する研究およびSLA全般について注意したいこと

過度な一般化には、常に気をつけるべき

• 多くのSLA研究成果は、必ずしもEFL環境における小学生を対象にし

ているものではない。

• 年齢によって、インプット・練習・アウトプットの組み合わせが最

適なのかを判断するための材料がもっと必要

– (例) 小学生が、単語を忘れないようにするには、繰り返しまでの期間を

大人より短くする必要がある？ (金山, 2020; Hwang, personal communication)。



まとめ①
ISLAの知見からの「優先順位」を考えるために

教師の役割は、環境づくり―
インプットを豊富にしつつ、それを支えるアウトプットや練
習を計画的に組み合わせる。

インプット、アウトプット、練習を
意図的に計画するとどうなる？
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2. こどもと大人の英語学習

3. 指導の優先順位① 授業デザイン

4. 指導の優先順位② やりとりで教える

5. まとめ



授業で英語が身につくには？

ISLAの三大要素

1. インプット(インタラクション:やりとり)

2. アウトプット

3. 練習



なぜインタラクションが習得に繋がるのか？

Mike Long

インタラクションにおける意味交渉で、インプットの理解を促進する
から

Longの調べたこと

意味交渉
(negotiation of 
meaning)



生徒とインタラクションすると・・・

• 生徒がたくさん間違いをする

• どう対処するか？＝やりとりを通して教えるとは？

• 中学校１年生のSmall talkの例から考えてみよう。

• なぜSmall talk？

– 音声を通して学ぶ自然な方法（母語習得）

– SLA研究の知見の蓄積が多い領域の一つ



生徒のエラーをどうやって訂正するか？

中学校の外国語教育はこう変わる！②「言語活動を通して、言語材料を学ぶ」

→Small Talk の指導 (小中接続部分の一つ)



I eat rice. Oh, you ate rice.

先生

しっかりと「教える」
＝リキャスト（インプッ
ト）をたくさん与える

ate…
ate 

rice…
パンじゃない

のか…
周りの生徒も、教師からのリ
キャストを聞いて学んでいる

生徒

インタラクションを通して学ぶとは？

ただし、コミュニケーション中
に、内容を意識が向きすぎてい
ると、気づきが起こりにくい



コミュ中心の授業で、どのように形式と意味のバランスを取るか？

リキャスト
Oh, you ate sausages.

• コミュニケーション重視で教えるには、
会話の中で自然に訂正できるリキャス
トは重要。

• 内容に焦点が当たっているので、生徒
は直されていることに気づきにくい。

アウトプット誘発型/明示的な訂正
Hmm? / 食べる？食べた？

• より確実に気づかせることができる。
• 自分の発話の適切さを、チェックできるように
促せる。

• まだ使いこなせない知識を、より正確かつ素早
く使う練習になる。

• リキャストは、理解できるインプットを
与えることができる。

• 生徒が知らない表現には、リキャスト。

注意
1. どの文法か狙いを定める（例: 規則がシンプル

で、うっかり間違えやすい文法項目; 過去形の
規則形）

2. 生徒がどう受け取るか？

訂正フィードバックを柔軟に使い分ける



コミュ中心の授業で、どのように形式と意味のバランスを取るか？

生徒の英語力の発達を段階的に支援する(足場かけを外していく)

• 気づきを促す

• 自分で気づけるように促す

• 自分で発話を直せるように促す

（例）既に学んだことがある表現であれば、
アウトプットさせる→リキャスト



形式と意味のバランスに関するSimilar question
日本の小学校(中学校)で・・・

• 明示的に文法を、いつ、どのように、どれくらい教えるか？

• 日本語（母語）を、いつ、どのように、どれくらい活用するか？

このようなBig questionは、特定の教育環境下において、
実証的な研究を積み上げないと、答えることができない。

ヒントは日々の教室の中に転がっている
それをどう掬い上げ、整理し、体系化するかが、研究の役割

主に欧米主導で蓄積されてきたSLA研究の成果による
「理論・原則」は、どこまで普遍的・適応できるか？



まとめ②
ISLAの知見からの「優先順位」を考えるために

意味・内容を焦点としつつ、言語形式面の正確さとの
バランスをいつ、どのように取るか

どう正確さと流暢さのバランスを取
り、気づきを促し、自分で正確に使
えるように育てるか？
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振り返りQuestion

あなたの授業の「理論」とは何ですか？



SLA研究・理論をどう活用するか？

「どう教えるか？」よりも、「どう考えるか」に役立つ

• SLA研究の知見について学ぶことは、Teacher trainingではなく、

Teacher educationに繋がる（Lightbown, 1985）

– Teacher training：「どう教えるか」の技術・レシピを身につける

– Teacher education：「どう考えるか」を支える教師教育

SLA研究から言語習得に関する知見を学び、
生徒の学びにつながる納得感を確認しながら、

「自分の理論」を作る



SLA研究・理論をどう活用するか？

「どう考えるか」＝「どう授業を振り返るか」

今日扱った2つの優先事項から振り返ると・・・？

✓生徒が間違えるのは、まだインプットが足りないのに、発話させたから？

✓アウトプットさせる時間は、どれくらい取ろうか？

✓先週扱ったこの言語材料は練習して、スラスラ言えるようにしよう？

✓この表現の気づきを促すには、どうしよう？

✓さっきの生徒の発話エラー、直すべきだった（直さない方が良かった）かな。



では、どうすれば「自分の理論」を作れることができるか？

「アルク言語活動調査」（N=285名の高校教師）
（解説偏重に陥らず）コミュ・練習活動を重視して教えている教員の特徴 (2026)

授業内だけでなく、外で考える
ための機会を持とうとしている

• 研修に参加している

• 大学院で英語教育の修士
（国内）を取得している
※自分の環境と頻繁に行き来しながら
考えることの重要性



ISLA研究から考える小学校英語授業の「理論」と「優先順位」

ISLA研究の活用の仕方とは？
SLA研究は「どう教えるか」の正解ではなく、授業を振り返り、指導
の「優先順位」を考え、自分の授業理論を作るための視座を与えてく
れる

• 「べき論」や思い込みから自由になり、児童の学びのための優先
順位を考える
（例１）「授業の組み立て」
（例２）「やりとり」を通した指導

• 自分の授業「理論」を作る際のヒント



早期英語教育の効果はどう決まる？

年齢？ → 量？

「いつ始めるか」より、「どう教え、中学へどう繋ぐか」？
210時間という限られた時間での指導の優先順位は？

量？- 日本の小学校英語教育
開始学年を下げることや、(小学校での)総履修時間数を増やすことの効果は
十分に検証できていない（英語教育学会２０周年記念誌編集委員会, 2020; 鈴木, 2024)

3年生〜6年生

210時間＋α？

Absence of evidence is NOT evidence of absence.
「効果のエビデンスが、まだない」

≠「効果がない、というエビデンス」

→ 質 （＋ 接続）



さいごに：期待→希望→評価

ドイツの小学校英語教育の早期化による学習時間の増加

導入直後（2009年データ）

長期的な効果なし
（Baumert et al., 2020） 

EU圏での「通説」

10年

導入から約10年（2015年データ）

しかし ― 早期開始の優位を確認
（Porsch et al., 2023）

中学3年生 約2.9万人の代表調査（全16州・1,411校）

ドイツでのこの10年の変化：
教員養成・研修の充実 ／ カリキュラム改訂 ／ 小中接続への意識

日本でも
指導の質と接続を積み上げた先に、

効果が現れるか？

2030年?
期待・希望を持ちながらも、

しっかりと評価する
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